
協同組合静岡流通センター 

麻機地域創生プロジェクト 
～障がい者、高齢者とともに、時代にあった地域をつくり、安心なくらしを守るとともに、地域と地域を連携する～ 

 

麻機地域創生プロジェクトでは、静岡流通センター、病院、学校などが核となり、『障がい者や高齢者の雇用促進』、『地域活性化』を目指す。地域活性化は、「食」や「健康・医療・福祉」、「観光」

を軸としながら、麻機の地域資源を活用した観光地作りや、成長産業、医療関連の健康産業なども取り入れ進めていく。 

 

■せいわの里まめや（三重県） 

大豆畑の真ん中に建つ

『せいわの里まめや』

の一番の目玉は、多気

町で採れる野菜をたっ

ぷり使用した農村料理 

バイキング。丹生大師は、四季を通じて訪

れる人の多い歴史ある名所だが、最近は、

このお店を目指してくる人も多い。 

 

■立ち食いステーキ、海鮮丼、おにぎり等（全国） 

最近巷で話題の「立ち食いスタイル」。立ち食

いスタイルは小さなお店でも回転率を高くす

ることができ、利益が向上する。そのため、消

費者にも低価格で商品を提供する事ができる。

全国では立ち食いステーキが人気になってい

るが、静岡市中央卸売市場には新鮮な魚介類な

ども入荷されることら、入荷する食材を活用し

た新たな展開の可能性もある。 

 

■ブリオッシュコンジェラート（ブリジェラ）、かき氷等 

ブリオッシュコンジェラートとは、水の代わり

に牛乳を加え、卵・バターがふんだんに入れた

発酵パンにジェラートをはさんだ伊・シチリア

発祥のスイーツ。日本初上陸で清澄白河に「ブ

リジェラ」がオープンし人気となっている。ま

た、かき氷も最近は様々なアレンジが行われ、

かき氷店のランキングの紹介本なども発行さ

れ、真冬でも行列ができる人気店もある。 

 

■自然とのふれあいによる心の癒し効果 

病院の患者さんや市民がガイドを受けなが

ら気軽に麻機の自然や歴史、文化などを学

ぶことができ、自然と触れ合い学ぶことで、

心のケアや地域への愛着心を育むことが期

待できる。また、ガイドを障がい者や高齢

者が行う事で、あらたな雇用促進にもつな

げることが可能となる。 
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■自然体験レクリエーションによるリフレッシュ効果 

遊水地では、自然を活かした様々なレクリエーションやサイクリ

ングなど楽しめる。これまでにカヌー体験や釣り大会などが開催

され、カヌー体験は特に毎回行列ができるほどの人気企画となっ

ている。自然を活かした

レクリエーションは、日

常的なストレスからの

リフレッシュ効果が期

待される。 

■健康食の提供、ウォーキングによる健康増進 

麻機のレンコンやネーブルを活用した健康

食や麻機の特産品を提供するカフェを設置

する事により食による健康増進、地場産品の

PR 効果が期待できる。また、ウォーキング

の際の休憩拠点としての活用や、健康に関す

るデータ管理、遊水地のイベントや季節ごと

に見られるいきものなどの情報発信場所と

してもカフェの活用を図る。 

■職業体験、農業体験、ヤギ牧場 

遊水地に隣接する流通センターや病院、各

種施設と連携し、子供たちの職業体験を行

い楽しみながら社会の仕組みや静岡の企業

の魅力を知ってもらう場を作る。また、休

耕地を活用した農業体験を行い、農業を通

じて、地域の農業や食文化を学ぶ場として

活用を図る。その事によって、将来の担い

手の育成や、地元に対する郷土愛を高める

効果が期待できる。 

■成長産業の導入 

パーソナルモビリティを活用し、遊水地や流通

センターなどで観光、各種イベントを開催し、

市民だけでなく遠方からの観光客を誘致する。 

その他にも、障がい者や高齢者の移動の補助と

して活用を図る。 

また、麻機遊水地で採取されるヨシ等を活用し

たセルロースナノファイバーの開発など、成長

産業分野に進出する企業との連携も図り、地域

経済の活性化を図る。 

■商業施設の誘致 

集客が見込まれる大

型店舗の誘致により、

集客による経済効果

だけでなく、雇用拡大

も図る。また、道の駅

などの設置により、地

場産品の販売による地域経済の活性化や、地域の文化や歴史、自

然などを PR する情報発信、障がい者支援に関する情報センター

としても活用を図る。 
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